


1980年生まれ。兵庫県姫路市出身。2003
年、記者として京都新聞社に入社。05年
写真記者となる。
「人生」「社会保障」「ケア」をテーマ
に長期プロジェクトに取り組む。
認知症取材では、新聞連載や雑誌で記事
を掲載するほか、2022年にKG+SELECTで
写真展「心の糸」を開催。グランプリに
選ばれ、2023年春にKYOTOGRAPHIEで同
名の展示を開催した。2024年、「World 
Press Photo（世界報道写真コンテス
ト）」の革新的な表現を求めるオープン
フォーマット部門でアジア地域優勝者と
なった。2021年から日本開催が途絶えて
いたコンテスト入賞作の世界巡回展の誘
致に尽力し、2024年冬、京都新聞ビル地
下1階印刷工場跡にて「世界報道写真展
2024京都」が開かれた。
写真集に京都の芸舞妓の人生を描いた
「花也」（14年、京都新聞出版セン
ター）と、個人的な作品として取り組み、
家族の生と死を通じて命のつながりを描
いた「ぐるぐる」（16年、自主制作）が
ある。
前作「見えない虹」は、医師の早川一光
さんの人生を通じて日本の社会保障史を
たどった。2019年春にKG+で写真展を開
催。写真新世紀2021年度で佳作を受賞し
た。

松村 和彦 氏

京都新聞社
編集局 報道部次長
クロス報道センター

下坂 厚 氏

写真家
認知症当事者

1973年6月生まれ。大手鮮魚店での勤務
を経て、仲間と共に鮮魚店を起業。46歳
で若年性アルツハイマー型認知症と診断
され、絶望と葛藤の中で会社を退職。そ
の後、認知症初期集中支援チームのつな
がりから京都のデイサービスと出会い、
ケアワーカーとして正職員勤務を経験。
写真のスキルを活かし、法人本部の広報
業務も担当した。
現在は、法人との業務委託を終え、写真
家としての創作活動を中心に、講演やピ
アサポートを通じて認知症のある人の声
を社会に届ける活動に取り組んでいる。
「ディメンシア・ギフト（Dementia 
Gift）」という独自の視点から、認知症

によって得られた気づきやまなざしを
写真や言葉で表現し続けている。

認知症介護指導者大府ネットワーク

一般社団法人
全国認知症介護指導者ネットワーク

認知症介護研究・研修大府センター

お問い合わせ先
大府ネットワーク２０周年記念事業実行委員会

obunetwork20@gmail.com
ご不明な点は上記メールアドレスまでお
問い合わせください。円滑な運営の為、
大府センターへのお問い合わせはご遠慮
くださいますようお願い致します。

講演者プロフィール
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